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まえがき

本講究録は, 平或 14年度数理解析研究所短期共同研究「 $\mathrm{p}$ 進群の調和解析」の
報告集です. $\mathrm{p}$ 進群の構造, 表現は, 表現論において重要であるばがりでなく, 保
型表現の整数論への応用という観点からも非常に重要であると思ゎれます. しか
し, この方面に日本における研究者はあまり多いとは言えません. 本短期共同研
究の目的は, $\mathrm{p}$ 進群に興味を持つ者が集まり, その知識を共有のものとするとと
もに今後の研究への展望を得る, できれば他分野の方にも興味を持って頂くとい
うものでした. そのための講演者及びプログラ \Delta の選考は今野拓也が担当しまし
た. 講演のいくつかの基本的な結果の紹介, 新しい結果の解説と内容豊富なもの
でした. さらには実数体上の代数群の表現に興味を持っ方々の参加も得ることが
でき, 有意義な集会でした.
なお, ホームページの準備等に大阪府立大学の高橋哲也氏の御協力を頂きまし

た. ここに御礼申し上げます.
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